
(57)【要約】

【課題】壁面がパネル構造である補強土構造体の連結装

置に関し、少ない部材数で軽量であり、施工が容易であ

るとともに、上下の壁面パネルの固定を兼ね備えた連結

方法。

【解決手段】壁面がパネル構造である補強土構造体１０

の壁面構造において、壁面パネル２０の背面に凹部２１

が形成され、水平の突出部に上下に貫通されている貫通

孔２３を複数設け、連結金具３３と壁面パネル背面水平

材２２を連結ピンを挿通することにより係止させ、補強

体前端を横材４１ｂを連結金具３３の上方に飛び出させ

た状態で縦材４１ａを複数の連結金具に挿入させ、補強

体前端の縦材４１ａと連結金具３３の間に出来る開口部

に連結棒３６を挿通することにより、補強体１３と連結

金具３３は係止される。すなわち、壁面パネル２０は連

結装置１４を介して補強体１３と一体化するものである

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 下 方 向 に 複 数 段 に 盛 土 層 を 積 み 重 ね る よ う に 設 け て 所 定 の 高 さ に 構 築 さ れ た 補 強 土 構 造
物 の 、 前 記 盛 土 層 先 端 部 に 互 い に 連 結 し つ つ 上 下 複 数 段 に 積 み 重 ね ら れ た 壁 面 パ ネ ル と 、
前 記 盛 土 層 の 中 に 上 下 複 数 段 に 埋 設 さ れ た 補 強 体 と 、 前 記 壁 面 パ ネ ル の 背 面 部 に 取 り 付 け
ら れ 、 前 記 補 強 体 の 前 端 が 連 結 さ れ る 連 結 装 置 と を 備 え て な る 壁 面 構 造 で あ っ て 、
前 記 連 結 装 置 は 略 コ の 字 形 の 断 面 に 形 成 さ れ た 連 結 金 具 と 、 前 記 連 結 金 具 と 前 記 壁 面 パ ネ
ル を 固 定 す る 略 Ｌ 字 形 の 連 結 ピ ン と 、 前 記 補 強 体 の 前 端 と 前 記 連 結 金 具 を 固 定 す る 連 結 棒
と を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 補 強 土 構 造 体 の 壁 面 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 下 の 壁 面 パ ネ ル の 背 面 水 平 材 は 連 結 金 具 両 端 に 嵌 合 さ れ 、 と も に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 連
結 ピ ン を 挿 通 す る こ と に よ り 上 下 の 壁 面 パ ネ ル は 固 定 さ れ 、 か つ 、 連 結 金 具 と 壁 面 パ ネ ル
背 面 水 平 材 の 間 に で き た 開 口 部 に 連 結 棒 が 挿 通 さ れ 、 補 強 体 と 連 結 金 具 と が 係 止 さ れ て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 補 強 土 構 造 体 の 壁 面 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 壁 面 パ ネ ル を 上 下 方 向 に 複 数 段 に 盛 土 層 を 積 み 重 ね る よ う に 設 け て 所 定 の 高 さ の
補 強 土 構 造 物 を 構 築 す る に 際 し 、 上 下 の 壁 面 パ ネ ル を 固 定 す る と と も に 、 盛 土 層 を 補 強 す
る た め の 補 強 体 を 壁 面 パ ネ ル に 固 定 し 、 壁 面 パ ネ ル と 補 強 体 が 一 体 構 造 と な し え る た め の
連 結 装 置 を 備 え 、 施 工 を 容 易 に し た 補 強 土 構 造 体 の 壁 面 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
壁 面 が パ ネ ル 構 造 の 補 強 土 構 造 体 に お い て 、 上 下 隣 接 す る 壁 面 パ ネ ル の 接 続 と 、 壁 面 パ ネ
ル と 盛 土 層 に 埋 設 さ れ た 補 強 体 と の 接 続 に 用 い る 連 結 装 置 は そ れ ぞ れ が 独 立 さ れ て お り 、
ま た 、 壁 面 パ ネ ル と 補 強 体 の 接 続 に 用 い ら れ る 連 結 装 置 （ 連 結 金 具 ） は 、 壁 面 パ ネ ル 製 造
時 に 予 め 壁 面 パ ネ ル 背 面 に 取 り 付 け ら れ た 固 定 金 具 に 連 結 金 具 を 介 し て 補 強 体 を 連 結 す る
こ と に よ り 構 築 さ れ る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 こ の 種 の 連 結 方 法 で は 壁 面 パ ネ ル の 背 面 の 固 定 金 具 は 、 ま ず 壁 面 パ ネ ル の 製 造 段
階 に お い て 予 め 取 り 付 け て お く 必 要 が あ り 、 壁 面 パ ネ ル の 製 造 に 手 間 が 掛 か る ほ か 、 製 造
工 場 か ら 施 工 現 場 へ の 輸 送 時 に 壁 面 パ ネ ル 背 面 に 固 定 金 具 が 突 き 出 て い る こ と に よ る 損 傷
、 破 損 の 危 険 が と も な う 。 ま た 、 施 工 現 場 で の 作 業 に お い て 、 盛 土 層 に 埋 設 さ れ る 補 強 体
と の 接 続 に は 別 途 連 結 金 具 や 補 助 金 具 を 必 要 と し 、 ボ ル ト や ナ ッ ト の 螺 合 に よ り 作 業 の 手
間 が 掛 か る う え 、 材 料 費 の コ ス ト ア ッ プ と な っ て い た 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 壁 面 パ ネ ル に 固 定 金 具 を 固 定 さ せ な い こ と で 壁 面 パ ネ ル の 製 造 を 容 易 に
行 な う と と も に 、 運 搬 時 の 損 傷 、 破 損 を 防 止 し 、 ま た 、 通 常 は 壁 面 パ ネ ル と 盛 土 層 に 埋 設
さ れ る 補 強 体 の 連 結 だ け に 用 い ら れ る 連 結 装 置 を 本 発 明 に お け る 連 結 装 置 を 用 い る こ と に
よ り 、 壁 面 パ ネ ル の 設 置 に 際 し 上 下 に 隣 接 す る 壁 面 パ ネ ル も 固 定 す る こ と が で き 、 更 に 容
易 な 接 続 方 法 に よ り 施 工 現 場 の 省 力 化 を 図 り 、 低 価 格 で 補 強 土 構 造 体 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 上 下 方 向 に 複 数 段 に 盛 土 層 を 積 み 重 ね る よ う に 設 け
て 所 定 の 高 さ に 構 築 さ れ た 補 強 土 構 造 物 の 、 前 記 盛 土 層 先 端 部 に 互 い に 連 結 し つ つ 上 下 複
数 段 に 積 み 重 ね ら れ た 壁 面 パ ネ ル と 、 前 記 盛 土 層 の 中 に 上 下 複 数 段 に 埋 設 さ れ た 補 強 体 と
、 前 記 壁 面 パ ネ ル の 背 面 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 補 強 体 の 一 端 が 連 結 さ れ る 連 結 装 置 と を
備 え て な る 壁 面 構 造 で あ っ て 、
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前 記 連 結 装 置 は 略 コ の 字 形 の 断 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 連 結 金 具 と 、 前 記 連 結 金 具 と 前 記 壁
面 パ ネ ル を 固 定 す る 略 Ｌ 字 形 の 連 結 ピ ン と 、 前 記 補 強 体 の 一 端 と 前 記 連 結 金 具 を 固 定 す る
連 結 棒 と を 備 え て 構 成 し た こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 本 発 明 は 上 下 の 壁 面 パ ネ ル の 背 面 水 平 材 は 連 結 金 具 両 端 に 嵌 合 さ れ 、 と も に 設 け ら
れ た 貫 通 孔 に 連 結 ピ ン を 挿 通 す る こ と に よ り 上 下 の 壁 面 パ ネ ル は 固 定 さ れ 、 か つ 、 連 結 金
具 と 壁 面 パ ネ ル 背 面 水 平 材 の 間 に で き た 開 口 部 に 連 結 棒 が 挿 通 さ れ 、 補 強 体 と 連 結 金 具 と
が 係 止 さ れ る よ う に 構 成 し た こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 に よ り 、 壁 面 パ ネ ル に は 固 定 金 具 を 要 す る 必 要 が な く 壁 面 パ ネ ル の 製 造 を 容 易 に
行 な う と と も に 、 運 搬 時 の 損 傷 、 破 損 を 防 止 し 、 ま た 、 通 常 は 壁 面 パ ネ ル と 盛 土 層 に 埋 設
さ れ る 補 強 体 の 連 結 だ け に 用 い ら れ る 連 結 装 置 の 役 割 を 、 本 発 明 に お け る 連 結 装 置 を 用 い
る こ と に よ り 、 上 下 に 隣 接 す る 壁 面 パ ネ ル も 固 定 で き る 効 果 を 持 た せ 、 容 易 な 接 続 方 法 に
よ り 施 工 現 場 で の 作 業 の 手 間 を 省 力 化 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 で あ る 連 結 部 の 一 部 分 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 補 強 土 構 造
体 １ ０ の 土 留 壁 １ １ と 補 強 体 １ ３ を 一 体 化 す る た め の 連 結 装 置 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の
実 施 の 補 強 土 構 造 体 １ ０ の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 で は 連 結 装 置 は 図 示 さ れ
て い な い が 、 補 強 土 構 造 体 １ ０ は 土 留 壁 １ １ と 、 背 後 土 １ ２ と 、 補 強 体 １ ３ と 、 連 結 装 置
１ ４ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 補 強 土 構 造 体 １ ０ は 、 た と え ば 道 路 な ど を 敷 設 す る に あ た
っ て 、 斜 面 が 崩 れ 落 ち て 崩 壊 す る こ と を 防 止 し 、 安 定 し た 法 面 を 形 成 す る た め に 構 築 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
補 強 土 構 造 体 １ ０ は 、 現 地 盤 上 に 複 数 の 壁 面 パ ネ ル ２ ０ を 積 重 し て 土 留 壁 １ １ を 形 成 す る
。 土 留 壁 １ １ は 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 で 長 方 形 状 に 形 成 さ
れ た 壁 面 パ ネ ル ２ ０ で 、 背 面 側 に は 上 下 に ２ 箇 所 の 凹 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、 ２ 箇 所 の 凹 部 ２
１ を 形 成 す る た め の 周 囲 の 突 出 部 （ フ レ ー ム ） が 水 平 方 向 に 上 部 、 中 央 部 、 下 部 の ３ 本 、
上 下 方 向 の 左 右 両 端 に ２ 本 配 置 さ れ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ が 背 面 水 平 材 に 相 当 し 、 ２
２ ｄ 、 ２ ２ ｅ が 背 面 竪 材 に 相 当 す る 。 壁 面 パ ネ ル ２ ０ 背 面 の 水 平 の 突 出 部 、 す な わ ち 上 部
、 中 央 部 、 下 部 の 背 面 水 平 材 に は 連 結 ピ ン ３ １ を 挿 通 す る た め の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ３ が 上 下
方 向 に 貫 通 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ２ ３ の 径 は 連 結 ピ ン ３ １ が 挿 通 で き る だ け の 最 小 限 の 余 裕
を 持 た せ た 径 で あ る 。 ま た 、 貫 通 孔 ２ ３ は 水 平 方 向 に 複 数 本 設 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ５ は 上 下 隣 接 す る 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 連 結 部 の 断 面 図 お よ び 平 面 図 で あ る 。 所 定 の 位 置 に
設 置 さ れ た 壁 面 パ ネ ル ２ ０ は 、 連 結 金 具 ３ ３ の 両 端 部 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ を 背 面 側 よ り 、 隣 接
し た 下 側 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 背 面 水 平 材 ２ ２ ａ と 上 側 壁 面 パ ネ ル の 背 面 水 平 材 ２ ２ ｃ を 上 下
か ら 挟 み 込 む よ う に 、 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 背 面 水 平 材 の 貫 通 孔 ２ ３ と 連 結 金 具 ３ ３ の 両 端 部
の 先 端 に あ る 開 孔 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 位 置 を 合 わ せ 、 上 方 か ら 連 結 ピ ン ３ １ を 挿 通 さ せ る
。 連 結 ピ ン ３ １ は 、 連 結 金 具 上 側 開 孔 部 ３ ５ ａ か ら 上 側 壁 面 パ ネ ル の 下 部 背 面 水 平 材 ２ ２
ｃ 、 下 側 壁 面 パ ネ ル の 上 部 背 面 水 平 材 ２ ２ ａ 、 連 結 金 具 下 側 開 孔 部 ３ ５ ｂ の 順 に 上 方 よ り
挿 通 さ れ 、 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ６ は 連 結 金 具 ３ ３ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 連 結 金 具 ３ ３ は 略 コ の 字 形 で 、 適 当 な 径 及 び 適
当 な 厚 さ に 形 成 さ れ て お り 、 両 端 部 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ に は 連 結 ピ ン ３ １ を 挿 通 す る た め の 円
形 の 開 孔 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が 形 成 さ れ る 。 開 口 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 径 は 連 結 ピ ン ３ １ が 挿
通 で き る だ け の 最 小 限 の 余 裕 を 持 た せ た 径 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ７ は 連 結 ピ ン ３ １ を 示 す 断 面 図 で あ る 。 連 結 ピ ン ３ １ は フ ッ ク 部 ３ ２ ａ と 長 尺 部 ３ ２ ｂ
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の 丸 棒 鋼 等 か ら な る 略 Ｌ 字 形 で 形 成 さ れ 、 長 尺 部 ３ ２ ｂ の 寸 法 は 連 結 金 具 ３ ３ の 上 下 開 孔
部 ３ ５ の 間 隔 よ り も 若 干 長 め と す る 。 丸 棒 鋼 の 径 は 、 土 留 壁 １ １ に 土 圧 が 作 用 し 補 強 体 １
３ が 引 張 さ れ 、 そ の 引 張 力 が 連 結 金 具 ３ ３ に 作 用 し た 際 、 連 結 ピ ン ３ １ に も 力 が 作 用 す る
た め 、 そ の 際 に 連 結 ピ ン ３ １ の 屈 曲 を 阻 止 す る だ け の 太 さ と す る 。 フ ッ ク 部 ３ ２ ａ は 連 結
ピ ン ３ １ を 貫 通 孔 ２ ３ に 挿 通 し た 際 、 抜 け 落 ち な い た め に 設 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ８ は 壁 面 パ ネ ル ２ ０ と 補 強 体 １ ３ が 連 結 装 置 １ ４ を 介 し て 係 止 さ れ た 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。 盛 土 層 １ ２ に 埋 設 さ れ る 補 強 体 １ ３ を 連 結 金 具 ３ ３ に 係 止 さ せ る に 際 し 、 補 強 体
前 端 の 横 材 ４ １ ｂ を 連 結 金 具 ３ ３ の 上 方 に 飛 び 出 す よ う に 、 補 強 体 前 端 部 の 縦 材 ４ １ ａ を
連 結 金 具 ３ ３ に 横 材 ４ １ ｂ を 交 差 さ せ る よ う に 挿 通 さ せ 、 挿 通 さ れ た 補 強 体 の 縦 材 ４ １ ａ
と 連 結 金 具 ３ ３ に で き た 開 口 部 に 水 平 方 向 に 連 結 棒 ３ ６ を 挿 通 す る 。 こ の と き 、 連 結 棒 ３
６ は 無 垢 の 棒 材 も し く は パ イ プ 材 か ら な る 棒 状 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ ら の 構 成 に よ り 、 土 圧 が 壁 面 パ ネ ル ２ ０ に 作 用 し 補 強 体 １ ３ に 引 張 力 が 作 用 し た 際 、
背 面 側 に 引 張 さ れ よ う と す る 力 に 対 し て 連 結 部 の 補 強 体 横 材 ４ １ ｂ は 連 結 金 具 ３ ３ に 係 止
さ れ 、 補 強 体 縦 材 ４ １ ａ は 連 結 棒 ３ ６ に よ り 係 止 さ れ る 。 す な わ ち 、 補 強 体 ３ ３ は 連 結 装
置 を 介 し て 壁 面 パ ネ ル ２ ０ と 一 体 化 さ れ た こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ９ は 壁 面 パ ネ ル ２ ０ に 補 強 体 １ ３ が 連 結 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 で わ か
る よ う に 、 連 結 装 置 １ ４ は 上 下 に 隣 接 さ れ る 壁 面 パ ネ ル ２ ０ を 固 定 す る 位 置 に だ け 設 置 す
る の で は な く 、 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 上 下 方 向 の 中 央 水 平 材 ２ ２ ｂ に も 設 置 さ れ る 。 補 強 体 １
３ の 上 下 の 配 置 は 、 た と え ば ６ ０ ｃ ｍ と １ ２ ０ ｃ ｍ で あ る 。 こ れ は 土 圧 の 作 用 力 に よ り 補
強 体 １ ３ の 抵 抗 力 が 不 足 す る 場 合 に 、 補 強 体 １ ３ を 上 下 方 向 に 密 に 配 置 す る 必 要 が あ る た
め で 、 通 常 、 補 強 体 １ ３ は １ ２ ０ ｃ ｍ で 配 置 さ れ る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 壁 面 パ ネ ル ２
０ の 高 さ は ６ ０ ｃ ｍ 間 隔 で あ れ ば よ く 、 １ ８ ０ ｃ ｍ や ２ ４ ０ ｃ ｍ で も よ い が 、 施 工 上 の パ
ネ ル の 取 り 扱 い に よ り 極 端 に 大 き な パ ネ ル 形 状 で は 施 工 性 に 問 題 が 生 じ る た め 、 壁 面 パ ネ
ル ２ ０ の 高 さ は １ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 が 妥 当 で あ る と い え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ の 他 に も 、 略 コ の 字 形 の 連 結 金 具 ３ ３ を 用 い る こ と に よ り 、 補 強 体 １ ３ が 上 下 方 向 に 移
動 で き 、 例 え ば 、 背 面 盛 土 層 １ ２ の 不 等 沈 下 に 対 し て 追 従 す る こ と が 可 能 と な る 。 補 強 土
構 造 体 １ ０ は 盛 土 層 １ ３ を 複 数 段 に 積 重 し 構 築 さ れ る 工 法 で あ り 、 施 工 現 場 の 盛 土 材 料 の
種 類 、 お よ び 天 候 等 に よ り 施 工 中 ま た は 施 工 後 に 不 等 沈 下 の 恐 れ が あ る 。 沈 下 量 に よ っ て
は 補 強 体 １ ３ の 連 結 部 に 大 き な 力 が 作 用 し 、 場 合 に よ っ て は 土 留 壁 の 変 形 を も と も な う こ
と が 懸 念 さ れ て い た 。 こ の た め 、 略 コ の 字 形 の 連 結 金 具 ３ ３ は 縦 材 ３ ４ ｃ の 長 さ の 分 だ け
上 下 移 動 す る こ と を 可 能 に し 、 不 等 沈 下 が 起 こ っ た 際 に 補 強 体 １ ３ の 前 端 部 は 連 結 金 具 縦
材 ３ ４ ｃ に 沿 っ て 移 動 す る 、 す な わ ち 、 不 等 沈 下 に 追 従 す る と い う 方 法 で 連 結 部 へ の 応 力
集 中 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 補 強 土 構 造 体 １ ０ の 形 成 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 所 定 の 位 置 に 最 下 段 の 壁 面
パ ネ ル ２ ０ を 設 置 す る 。 次 に 背 面 盛 土 層 １ ２ に 盛 土 材 を 投 入 し 転 圧 す る 。 盛 土 層 １ ２ は 次
に 設 置 さ れ る 補 強 体 １ ３ の 位 置 ま で と す る 。 次 に 連 結 装 置 を 設 置 す る 。 こ こ で は 、 壁 面 パ
ネ ル ２ ０ の 背 面 中 央 水 平 材 ２ ２ ｂ に 設 置 す る こ と に な る 。 背 面 水 平 材 ２ ２ ｂ に は 複 数 の 貫
通 孔 ２ ３ が あ り 、 所 定 の 貫 通 孔 ２ ３ の 位 置 に 連 結 金 具 ３ ３ を 合 わ せ る 。 貫 通 孔 ２ ３ と 連 結
金 具 両 端 部 に あ る 開 孔 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が 上 下 に １ 列 に な っ た と こ ろ で 連 結 ピ ン ３ １ を 上
方 か ら 挿 通 す る 。 連 結 ピ ン ３ １ に は 上 方 に フ ッ ク 部 ３ ２ が あ る の で 、 こ の 部 分 で 止 ま り 壁
面 ブ ロ ッ ク ２ ０ と 連 結 金 具 ３ ３ は 係 止 さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 所 定 の 長 さ に 切 断 し た 補 強 体 １ ３ を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 。 配 置 さ れ た 補 強 体 １ ３
前 端 部 の 縦 材 ４ １ ａ を 左 右 方 向 に 複 数 個 あ る 連 結 金 具 ３ ３ に 後 方 よ り 補 強 体 横 材 ４ １ ｂ を
交 差 さ せ る よ う に 挿 通 さ せ る 。 こ の と き 、 図 ８ に 示 す よ う に 補 強 体 前 端 部 の 横 材 ４ １ ｂ は
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連 結 金 具 ３ ３ か ら 上 方 に 飛 び 出 て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 補 強 体 前 端 部 の 縦 材 ４ １ ａ が 連 結 金 具 ３ ３ に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 左 右 一 端 か ら 連 結
棒 ３ ６ を 挿 通 す る 。 こ の よ う に 連 結 装 置 の 設 置 に よ り 補 強 体 ３ ３ は 壁 面 パ ネ ル ２ ０ と 一 体
化 さ れ る 。 次 に 敷 設 さ れ た 補 強 体 の 上 方 よ り 盛 土 を 行 う 。 た だ し 、 盛 土 材 を 投 入 す る 前 に
は 補 強 体 ３ ３ の 後 端 部 を 補 強 体 ３ ３ の 緩 み が な く な る ま で 引 張 り 、 略 Ｌ 字 状 の 固 定 ピ ン 等
に よ り 補 強 体 後 端 部 を 固 定 す る 。 緩 み を 取 る 理 由 は 、 土 留 壁 １ １ に 土 圧 が 作 用 し た 際 、 連
結 装 置 １ ４ で 介 さ れ た 補 強 体 １ ３ に よ り 土 留 壁 １ １ が 前 方 へ 倒 れ よ う と す る 力 を 防 い で い
る が 、 補 強 体 １ ３ が 緩 ん で い る 場 合 そ の 分 だ け 土 留 壁 １ １ を 前 方 へ 押 し 出 す 要 因 と な る か
ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
所 定 の 高 さ ま で 盛 土 、 転 圧 を 行 っ た 後 、 次 段 の 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 設 置 を 行 う 。 次 段 の 壁 面
パ ネ ル ２ ０ の 設 置 位 置 は 、 下 段 壁 面 パ ネ ル 背 面 の 上 部 水 平 材 ２ ２ ａ の 貫 通 孔 ２ ３ と 、 設 置
し よ う と す る 壁 面 パ ネ ル 背 面 の 下 部 水 平 材 ２ ２ ｃ の 貫 通 孔 ２ ３ が 同 じ 位 置 に く る よ う に 水
平 方 向 に 調 整 し な が ら 設 置 す る 。 こ の と き 、 上 下 壁 面 材 同 士 を 連 結 ピ ン ３ １ に よ り 仮 止 め
し て お け ば 良 い 。 そ の 後 、 壁 面 パ ネ ル ２ ０ を 固 定 す る た め に 先 に 貫 通 孔 ２ ３ に 仮 止 め の た
め 挿 通 し て い た 連 結 ピ ン ３ １ を い っ た ん 抜 き 取 り 、 連 結 金 具 ３ ３ の 両 端 部 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ
の 先 端 に あ る 開 孔 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ を 貫 通 孔 ２ ３ の 上 下 に 合 わ せ 、 上 方 よ り 連 結 ピ ン ３ １
を 挿 通 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 補 強 体 １ ３ の 接 続 で あ る が 、 こ れ は 先 に 説 明 し た 方 法 と 同 じ よ う に す れ ば よ い 。 こ
れ ら の 作 業 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 補 強 土 構 造 体 １ ０ は 構 築 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 壁 面 が パ ネ ル 構 造 で あ る 補 強 土 構 造 体 １ ０ の 壁 面 構 造 に お
い て 、 壁 面 パ ネ ル ２ ０ の 背 面 に 凹 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、 水 平 の 突 出 部 に 上 下 に 貫 通 さ れ て い
る 貫 通 孔 ２ ３ を 複 数 設 け 、 連 結 金 具 ３ ３ と 壁 面 パ ネ ル 背 面 水 平 材 ２ ２ に 連 結 ピ ン を 挿 通 す
る こ と に よ り 係 止 さ せ 、 補 強 体 前 端 の 横 材 ４ １ ｂ を 連 結 金 具 ３ ３ の 上 方 に 飛 び 出 さ せ た 状
態 で 縦 材 ４ １ ａ を 複 数 の 連 結 金 具 に 挿 通 さ せ 、 補 強 体 前 端 の 縦 材 ４ １ ａ と 連 結 金 具 ３ ３ の
間 に 出 来 る 開 口 部 に 連 結 棒 ３ ６ を 挿 通 す る こ と に よ り 、 補 強 体 と 連 結 金 具 は 係 止 さ れ る 。
す な わ ち 、 壁 面 パ ネ ル ２ ０ は 連 結 装 置 １ ４ を 介 し て 補 強 体 １ ３ と 一 体 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ れ ら の 連 結 方 法 に 用 い る 連 結 装 置 １ ４ は 連 結 金 具 ３ ３ 、 連 結 ピ ン ３ １ 、 連 結 棒 ３ ６ の わ
ず か ３ 種 類 の 材 料 だ け で 構 成 さ れ 、 ま た 、 そ の 連 結 の 方 法 も ボ ル ト や ナ ッ ト を 用 い る こ と
も な く 、 施 工 現 場 で の 作 業 性 が 著 し く 向 上 し た と 言 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 こ の 連 結 装 置 １ ４ は 上 下 の 壁 面 ブ ロ ッ ク ２ ０ の 位 置 決 め 、 お よ び 、 固 定 す る 効 果
も 含 ま れ 、 少 な い 部 材 で 軽 量 、 施 工 が 容 易 で あ る と と も に 低 コ ス ト で 補 強 土 構 造 体 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 補 強 土 構 造 体 の 連 結 部 の 一 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 補 強 土 構 造 体 の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 補 強 土 構 造 体 の 断 面 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 壁 面 パ ネ ル を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 壁 面 構 造 の 連 結 装 置 を 示 す 断 面 、 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 連 結 金 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 連 結 ピ ン を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 連 結 部 の 断 面 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 連 結 装 置 を 介 し た 壁 面 パ ネ ル と 補 強 体 の 構 成 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 強 土 構 造 体
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土 留 壁
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 盛 土 層
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 強 体
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 装 置
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 壁 面 パ ネ ル
２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 壁 面 パ ネ ル 背 面 凹 部
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ 　 壁 面 パ ネ ル 背 面 水 平 材
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 ピ ン 用 貫 通 孔
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 ピ ン
３ ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 ピ ン フ ッ ク 部
３ ２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 ピ ン 長 尺 部
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 金 具
３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 　 　 　 　 　 連 結 金 具 両 端 部
３ ４ ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 金 具 縦 材
３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 　 　 　 　 　 連 結 金 具 開 孔 部
３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 棒
４ １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 強 体 縦 部 材
４ １ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 補 強 体 横 部 材

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2004-232203 A 2004.8.19



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(7) JP 2004-232203 A 2004.8.19



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(8) JP 2004-232203 A 2004.8.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

